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て , 電気化学的手法 に よる解析の 有効性を証明して い る ｡
第5章で は , 光を照射した半導体ル チ ル の触媒上で , 局部電池機構 に よ っ て進行すると考えられる
不均 一 系接触反応 が, 光増感電解酸化反応 に よる酸化過程と , 熱力学 に従う通常の 還元過程とから成
っ て い る こ と に 着目して , 不均 一 系接触反応を, 光を照射した ル テ ル 陽極 と, 金属ある い は p 型半導
体の リ ン化ガリウ ム 陰極 より成る電気化学的光電池反応 に展開するこ と に 成功して い る｡ をお こ れら
の 光電池 に つ い て , その 量子収率や エ ネ ル ギ ー 収率に つ い ても検討して い る ｡
第6章で は, 前章 の 結果をふ ま えて , 逆 に電気化学的光電池反応と して知られ て い るもの を , 光を
照射した半導体ル チ ル 触媒上で , 不均 一 系接触反応 と して進行させ る こ と の 出来る ことを実証し , ニ
れら に よ っ て光を照射した半導体ル テ ル 触媒上での 反応 が, 局部電池機構 に よるもの で ある こと を明
確 に して い る ｡
第7章は結論であり , 本論文で得られた知見を総括 して述 べ て い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は, 光を照射 した半導体触媒上で進行する不均 一 系接触反応 の解析 に, 電気化学的手法を適
用 しようとする, 全く新し い 考え に基づ く研究で あり触媒と しては n 型半導体であるル ナ ル を用 い ,
ア ル コ ー ル 類 の 酸化反応と , キ ノ ン類 や酸素な どの 還元反応とを組合わせ た系に つ い て の速度論的研
究の結果をま とめたもの であ っ て , 以下の ようを新し い 知見と結論を得 て い る ｡
光を照射した n 型半導体を電極触媒と した電極に よる, ア ル コ ー ル 類 の 電解酸化に お い て, メ タ ノ
, ル
･
エ タ ノ ー ル をらびに2- プ ロ パ ノ ー ル をどの 場合 に電流二倍効果 (c u r r e nt do ubling) の あ る
こと を見 い 出した ｡
さ ら に メ タ ノ ー ル にキ ノ ンを溶解した系 で の , 光を照射した ル チ ル 触媒 に よる不均 一 系接触反応の
速度論的解析をらびに反応機構の 解明に , 電気化学的手法に よる解析法を適用すれば, 極めて迅速か
つ 容易に行うこ とがで き, 考察も精度高く詳細に展開で きる ことを見 い 出し, こ の ような系での 接触
反応 が局部電池機構 に よ っ て進行する こ とを明らか に して い る ｡
ま た, こ の 不均 一 系接触反応を, 電気化学的光電池系 へ 展開する こ と に成功した こと は, 局部電池
機構の証明 の み に止ま らず, 半導体の電気化学をらびに 半導体電極 に よる光 エ ネ ル ギ ー の 電気化学的
転換法の 開発に寄与するもの で ある ｡
本論文は半導体の 電気化学の 基礎理論面 に お い て貢献すると ころが大きくさらに工業的を面でもそ
の 成果は高く評価さ れる ｡
よ っ て本論文は博士論文と して価値あるもの と認め る ｡
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